
をおえてペキノを引きあげた昭和6年の春ごろはそうであり，何でも有史以来の銀の暴落

ということてあった。唐さんという中国人の家に寄宿していた私の生活費などは問題でな

く，おかげで存分に本が買えた。聴講生として通っていた北京大学の講義がすむと，ほか

に行くところもないので，古本屋を回った。最大の書店街の琉璃廠では来薫閣，もう一つ

の書店街の隆福寺では文奎堂が，もっともなじみであった．夕方まですわりこみ，晩めし

の御馳走になることもあった。留学費は3ヵ月分まとめて来る。今の金で5，60万円がとど

く，手もとにおいておいてもしょうがないので，ある晩めしのおり，来薫閣の主人陳済川

に，君にあすけておこうかというと，彼は顔をかがやかせて感謝し，いくら利，曹、をさしあ

げましょう≧，真顔できいた。利，密、はいらない，よい本が出たら，さきに知らせてくれと

いうと，一・そrう慾濡射された。　しかし後学のため，　ここの利、臼、はいくらぐらいかとき’くと，

銀行は貸してくれず，町の金融業者からだが，毎月1分ゴと答えた．1分2という中国

語が1割2分を意味するとすれば，大へんな高利だと，感心した・そうしたわけて，ベキ

ン留学中の鼠は，俄か分限てあった，こちらから本屋へ出かけるばか1、1でない．朝おきる

と，本屋の番頭が門番の部屋で待っている．多いとぎは5軒10軒，私はつぎつぎに引見

し，藍色のフρシキをひろげさせる一ねぎらないのを原則とし，初めての本屋にはそのこ

とを説明して，正直なねだんをいわせる．帰国するときは，途中，江南を回ったが，その

旅費としてまた500円もらった。買いためた本を郵1更小包何百包かにして日本へ送るのに

200円かかったが，あとの大部分は，さいごの聡書の資金となった，そうしてもって帰っ

た本が，今の租の蔵書の中心となっている。ただし戦後，大分売りもした，しかし蔵書、つ

半分以上は・やはりその時の本である・なお事のついでに書いておけば，私に留学費を下

さったのは，上野さんという京都フ）実業家が，主と1、て中国学のためにと，京都大学に10

万円を寄付された金の利子てあると聞いた，私ばかりてなく，現在中堅の学者である何人

かが，この金て中国へ留学した．今はとうなっているかと，いつか学生課へ聞きにゆく

と，基金はたしかに保管しています、ただしみな南満州鉄道の株券てす．もう一産値が出

たら，お役に立てましょうとの話てあった。

　そうしたことて，またその後はあまり本を買う能力がないが，それにしてもやはりぼつ

ぼっと買った本，また人さまからもらった本が，ちょうと本の脊にいつのまにかたまるほ

こりのように，たまりたまって，私の蔵書はある量：になる．ところで私は近ごろそれに厄

介を感じている，個人の蔵書のもつ制約を，しみじみと感じている．ほしい本が存分に買

えないという制約ばかりてはないっ整理の制約である．せまい書庫に乱雑にほうり込、1、だ

もの，こと1こ1零細なものは，　どこにとうおいたか，それをさが＋のに，半月つぶすことが

ないではない，けっきょく自分ももっていることはたしかなのに，図書館から借1、1るこ

と，またしばしばてある，図書館ならば，カードをくれば，すぐ借れる．

　っまらない私事を書いて来たのは，何でもよいからという館長堀江さんの依頼の言葉に

廿えたからでもある。文学部紀要のための執筆に，この夏休みはあけくれ，この原稿」）た

めの余裕をもちにくかったためでもある，しかし実は，個人の蔵書のもつ制約を語り，そ

れと対比してもつ公共図書館の便利さ，それを強調したかったからであった。残念ながら

強調するための時間はなくなり，紙数もおそらくはない，強調は館の関係者にまかせると

しよう．　（文学部教授）

学生との図書館懇談会開く
　図書館が大学にとって不可欠な施設であ　　されてきた。図書館利用者のうち最も大き

ることはいうまでもないところで，これの　　な比率を占める学生諸君σ）意見や希望を聞

改善・充実については常にいろいろと努力　　いて，これを改善策の参考にしたいという



」

二とは，従来からたびたび話題になりなが

らその機会を得なかったが，はじめての懇

談会を6月12日（‘金ノ図書館会議室にお1・・

て1謂1崔した．

　図書館として1よ最宅びレ）試みてあ‘），期待

は大ぎかったが，学生側としても初めて二）

こととてためらいの気持があったためか，

参独者は法学部4回生3名，同3回生1

名，同1回生1名，文学部4回生1名，理

学部1回生1名の7名てあった、

　まず館長より「近年大学図書館の近代化

という二とがしぎりに叫ばれているが，当

図書館においてもそのひとつとして指定図

書制度および参考室の充実をはかhたいと

思っている．また「図書館報」を発行，学

生とノ）コミニニケーションをよくする手段

のひとつにしたいと考えておを）ます、今日

のあつまりも，そういった構想のもとに．ひ

らいたのて，遠慮なくご感想や要望を述べ

ていただぎだい」と挨拶があり，図書館側

出席職員の紹介をおこなって後，出席学生

に臼己紹介とともに各自の意尾を述べても

らδ二と1こしブこう

　学生A一二の頃閲覧室が大へん騒がし

く，落付いて勉強できません．開架室がで

きたソ）はよいが，閲覧室がせまくなったの

は困ります。試験シーズンはもちろんの二

と平、嘗む満員の二とが多く，閲覧室の拡張

の意味からも増築を考えてほしい、冬季の

暖房設備が不充分で，ストーブから少しは

なれると，ちう寒くて勉強しておれませ
／1響、

　学生B一自分は座席だげ利用することが

多いが，閉館時間をもう少し延長していた

だけませんか。夕食をすませてちょっと休

養して図書館にくろ．さてこれからという

頃，はや閉館のベルが鳴るのて困ります．

またときどき閉館時間にまだ間があるの

に，ベルが長々と鳴ることがありますが気

オ』〆つ1ナてほしいう

　学生C一閲覧室の照明が大へん暗いよう

に思1，・ますが，図書館として照明度を計ら

れた二とがあるでしょうか．図書館の図君

費というのは一体どれぐらいてすか，また

この図書館には宗教新聞や政党新聞，たと

えば創価学会の聖教新聞や共産党のアズハ

タはとらないのですが．

　学生D一カード室の目録が大へんひきに

くいので険索の仕方をくわしく掲示してほ

しい。開架室の図書を借りて，さらに書軍

の本を閲覧する時，またはそ」）逆の場合で

ち，先に借りた図書のために学生票が預げ

てあるため，あとで借りる時は，わざわざ

先に借りた方から証明書をもらわないと借

1）られないのは不便ですっ

　学生E一僕も閲覧室の照明が大ヘメ、暗い

と思います．是非なんとかしていただかな

いと目が悪くなりそうです，また閲覧室が

本当にやかましいです、静がになるようは

り紙でもして下さい．それから，法・経済

学部に閲覧室がないので，両学部の本を閲

覧したい場含，図書館から借りてもらって

読むことに，蟹っていますが，その手続きが

大へん手問どりますのて，もっと簡単に読

める方法を考えて下きい．麗架室ができた

のは便利ですが，とても狭苦しいのでもっ

とひろげて頂きたい、それに3階の増築と

いう問題があるとかきいていまずがどラで

すか．

　学生F一この図書館は中央図書館といわ

れていますが，自分としては二の図書館の

性格がはっきりわからないのです。自分の

場合は学部に図書室がありますから，結構

それて間にあっていますが，二の図書館が

どういった図書に重点をおいて集めている

かという性格がわからないだげに，使いに

くい気がします．それになれていないから

目録カードも大へんひきにくいです。

　学生G一カードがひきにくいのは僕も同

感です．それに貸出しのできる本は古いの

ばかりて，新しいのは開架室にでていて貸

出しできませんが，図書を購入する時，開



架室用と貸出用と2冊買うというぐあいに

していただけませバ、か．また開架室の図書

の排列が大分乱れているように思います。

次に，開架室ができてから閲覧事務室が5

時で閉室されるため，書庫から出してもら

った図書は5時までに返納しなければなら

ないのは大へん不便です．閲覧室は8時ま

で開いているのですから，書庫から出して

もらった本も5時以後は開架室のカウンタ

ーに返却すれば記．、というようにしていた

だければ助かりますが．雑誌が製本に出さ

れると，今度閲覧でぎるようになるまで相

当の期間がかかりますが，試験期のことも

考えて製本して濠し’．・．それに図書館の近

代化という二とですが，専門の相談係りが

ほしいです，

　以上のように学生から大変活酸な意見や

要望が述べられたのに対し

　館長一まず図書7）購入費ということです

が，図書館の予算と学部の予算について申

しますと，昨年度の図書館の図書の購入費

は約450万円で，それに対したとえ，ば経済

学部の図書の購入費は約800万円なので

す、大学予算というものは大体1講座当り

にいくら，それに講座数をかけ，さらに学

生経費等をブラスし，それから共通経費を

さしひいたものがその学部の予算となりま

す。そのうちある程度が研究図書費ならび

に学生用図書費になるのです，しかし図書

館には講座や学生経費等そういったものが

ありませんのて，図書の購入費について

は，学部からみれば非常に苦しい立場にあ

るのです，

　つぎに読書相談については参考掛があり

ますが，充分な活動はできていません，外

国では各専門の図書館員がいて相談に応じ

ていますが，現在の日本ではまだまだそこ

まではできません、また閲覧室の照明のこ

とて大へんきびしいご意見が出ていました

が，図書館としては照明度を計った二とは

あります。しかしそれから大分時期がたっ

ておりますので早速善処いたします。それ

から夜間の閉館時間の延長てすが，二れは

すぐにはよいお返事はできません。といい

ますのは人員の枠があるので夜間の専任者

がおけないため，職員が交代で居残り勤務

してまかなっておりますので，職員の健康

管理の上からも今のところご期待にはそえ

ません。

　整理課艮一図書館の性格論について大へ

ん絹いご意見がでましたが，研究用の専門

図書は各学部で購入しますのて，図書館で

は学生が4年の過程を終えるに必要な参考

図書や教養的な図書を購入するように心が

け’ております，つぎに政党新聞や宗教新聞

についてですが，図書館という立場から思

想的に，また宗教的にかたよることはてぎ

ませ、るので，購入はしておりませ凶，

　閲覧貸付掛長一開架室の図書の排列が乱

れているというお話しですが，掛のもゐは

常に気をつけてはおります。何分にも数が

多いのてなかなか思うようにはゆきませ

ん，学生各自も図書を乱さないようご協

力下さい．

　閲覧課長一いろいろ出されました細かい

ご意見に対しましてもよく検討して善処す

るようにいたします，

　図書館長に出していただいた菓子をつま

みながらの懇談会は，出席者は少数であつ

たが，実に熱心に意見が述べられ，はじめ

ての懇談会としてはまずは成功ということ

で5時散会した．

　このような催しは今回を契機として今後

も機会をみて続げる予定てあり，よりよい

図書館づくりのため，もっと多くの学生が

参加し，意見を述べられるよう切望する。

　注・学生より出された意見のうち，閲覧室の

　　照明については早速螢光灯をとりかえるよ

　　う準備中です。また書庫から出した図書の

　　返納も，5時以後は開架室のカウγターに

　　返却すればよいようにしました。その他の

　　件についても検討中です。


